
サングラス取扱い説明書
この製品を正しく使い、機能をいかしていただくため、ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお読みください。
この取扱説明書は読み終わった後も大切に保管してください。

絵表示について

この取扱説明書の絵表示と意味は次のとおりです。内容をよく理解してから、本文をお読みください。
警告：記載事項をお守りいただかないと、死亡または重傷を負う可能性のあることを示しています。
注意：記載事項をお守りいただかないと、軽傷またはサングラスの破損の可能性のあることを示しています。

：してはいけない禁止行為を示しています。
 ：守っていただくべき義務行為を示しています。

お手入れ、保管方法
レンズに水、海水が付いた状態で放置すると、水あか、塩分などが残り、汚れの原因になります。
レンズに 皮脂や化粧品などの汚れが付着したままで放置した場合、まれにクラックや割れの原因になることが
あり ます。使用後、レンズが汚れた場合には、水道水でレンズ面を指の腹でなでるように軽く洗い流し、その
後 水分を柔らかい布で押し取るように拭き、自然乾燥させてください。そして湿気の少ない直射日光の当たら
ない場所に保管してください。 
 サングラスを保管する場合には、ケースに入れて保管してください。ケースに入れて保管する 場合は、サング
ラスに圧力がかからないように保管してください。圧力がかかったまま保管すると、変形する ことがあります。
保管中や輸送中に硬いもの ( 例えば金属、バックル、ファスナーまたは角のあるプラス チック等 ) が直接触れ
ないようにご注意ください。キズや変形の原因になります。

サングラスは鼻、こめかみ、耳の 3点に均等にかかるよう装着してください。 
片手で乱暴に取り扱うと、枠 ( フレーム )、レンズとつる ( テンプル ) にムリが生じますので、サングラスは必
ず 両手でかけはずししてください。 
レンズの濃淡にかかわらず、太陽や強い光を直視しないでください。眼を傷める可能性があります。
サングラスは暖房器具の近くや、自動車内等温度の高い所 (50°C以上 ) には、置かないでください。フレー
ムやレンズの変形、変質、レンズ脱落の原因になります。 

サングラスには有機溶剤 ( シンナー、アルコール等 ) や、接着剤を使用しないでください。変形や変質、破損
の原因になります。

ご使用上の 注意

レンズの材質： ポリカーボネート
レンズ枠の材質：ナイロン
可視光線透過率：スモーク (25%)  /  クリア (85％)
紫外線透過率： 0.1％以下
日本製

ご自身による修理、改造は安全上の問題がありますのでおやめください。

修理・改造の 注意
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※ 製品に関する問い合わせ

このサングラスは、太陽光の有害な紫外線をカットし、ホコリや風などを防ぐように作られていますが、溶
接などの遮光レンズとして使用しないでください。また強い衝撃などから目を保護するものではありません。
このサングラスは、安全に十分配慮して設計されていますが過度の衝撃などが加わるとフレーム等が破損
し顔や眼に重大な傷害を及ぼす場合がありますので十分にご注意ください。

レンズのカラーによって、朝や夕方、トンネル内では視界が悪くなる場合があります。特に自動車、バイ
ク等の運転時でのご使用にはご注意ください。 
ご使用前には、必ずサングラスを点検してください。老朽化が顕著な場合や、レンズやフレームに亀裂、
破損など 明らかに傷んでいる場合は、ご使用にならないでください。レンズの細かなスリ傷は、視界の妨
げとなる可能性も あります。

警告

レンズの交換方法

①[図①] のようにフレームとレンズを持って中央部を左右に引っ張ると中央部が外れます。
②[ 図②] レンズ上部左右 2か所がフレームに入っている状態になり、片方ずつ外します。[ 図③]
③レンズ装着については取り外しと逆の手順で③→②→①の順で行ってください。
④レンズ交換は確実に行ってください。無理に行うとフレームやレンズを破損する原因となります。
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